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(54)【発明の名称】 心拍情報報知システム

(57)【要約】
【課題】専用の表示装置や電源装置等を別途設置するこ
となく、簡易かつ安価に入浴者の心拍情報を報知するこ
とのできる心拍情報報知システムを提供する。
【解決手段】浴室Ｒ内に設置された浴槽Ｂに対する自動
注湯機能や追焚機能等を備えた風呂給湯器１０と、この
風呂給湯器１０を操作するための浴室用操作リモコン２
０ａ及び台所用操作リモコン２０ｂと、浴槽Ｂに浸かっ
ている入浴者の心電信号を検出するために浴槽Ｂ内に設
置される心拍検出電極３１、３２、３３と、これらの心
拍検出電極３１、３２、３３によって検出された心電信
号に基づいて、心拍データ（心拍数）を作成して浴室用
操作リモコン２０ａ及び台所用操作リモコン２０ｂに送
信する、風呂給湯器１０から電源が供給される心拍数演
算ユニット４０とを備えており、浴室用操作リモコン２
０ａ及び台所用操作リモコン２０ｂの表示部２２ａ、２
２ｂに心拍データ（心拍数）が表示されるようになって
いる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  浴槽内に設置された、浴槽に浸かってい
る入浴者の心電信号を検出する電極と、
前記電極によって検出された入浴者の心電信号に基づい
て、数値化された所定の心拍データを作成する心拍デー
タ作成手段とを備え、
前記心拍データ作成手段によって作成された前記心拍デ
ータを、通信手段を介して風呂給湯器の操作手段に送信
し、
前記心拍データを含む入浴者の心拍関連情報を、前記操
作手段を介して報知するようにしたことを特徴とする心
拍情報報知システム。
【請求項２】  前記操作手段は、風呂給湯器関連情報を
報知する報知モードと心拍関連情報を報知する報知モー
ドとを切り替えるための報知モード切替手段を備えてい
る請求項１に記載の心拍情報報知システム。
【請求項３】  入浴者が前記浴槽に浸かっている間は、
前記操作手段が心拍関連情報を報知する報知モードに自
動的に切り替えるようになっている請求項１に記載の心
拍情報報知システム。
【請求項４】  前記心拍データ作成手段によって作成さ
れた前記心拍データは、前記通信手段を介して、一旦前
記風呂給湯器の制御手段に送信されるようになってお
り、
前記制御手段は、受信した前記心拍データを一時的に記
憶する記憶部を備えている請求項１、２または３に記載
の心拍情報報知システム。
【請求項５】  前記制御手段は、前記操作手段との間の
通信状態を監視しながら、前記記憶部に記憶された前記
心拍データを前記操作手段に順次送信するようになって
いる請求項４に記載の心拍情報報知システム。
【請求項６】  前記心拍データ作成手段は、入浴者の心
電信号に基づいて作成した前記心拍データを用いて、所
定のデータ処理を行うデータ処理部を備えている請求項
１、２、３、４または５に記載の心拍情報報知システ
ム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、浴槽に浸かって
いる入浴者の心拍情報を入浴者等に報知するための心拍
情報報知システムに関する。
【０００２】
【従来の技術】例えば、特開平５－９５９２１号公報に
開示されているように、浴槽に浸かっている入浴者の心
拍数等の心拍情報を入浴者等に報知する心拍情報報知シ
ステムが従来から提案されている。
【０００３】この心拍情報報知システムは、図５に示す
ように、浴槽Ｂに浸かっている入浴者の心電信号を検知
するために浴槽Ｂ内に設置される電極５１と、この電極
５１によって検出された入浴者の心電信号に基づいて、
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心拍数等の数値化された心拍データを作成するＣＰＵ等
からなる心拍データ作成部やこの心拍データ作成部によ
って作成された心拍データを表示する表示部等を備え
た、浴室内に設置される本体部５２とから構成されてお
り、浴槽Ｂに浸かった入浴者が、本体部５２のスイッチ
をＯＮすることによって、心拍数等の入浴者自身の心拍
情報が本体部５２の表示部に連続的に表示されるように
なっている。従って、心臓機能障害等を有する入浴者
は、本体部５２に表示される心拍情報に基づいて、心臓
の状態変化を的確に把握することができ、心臓の負担が
大きくなる前に浴槽から出ることができる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、このよ
うな心拍情報報知システム５０では、上述したように、
専用の表示部を備えた本体部５２を浴室内に別途設置し
なければならず、特に、入浴者以外の家族の人に同様の
心拍情報を報知するためには、台所等の浴室以外の部屋
にも専用の表示装置を設置しなければならない。従っ
て、通常、浴室や台所等の壁面に設置される風呂給湯器
用の操作リモコンの設置スペース以外に余分なスペース
を確保しなければならず、また、浴室内に設置された本
体部５２や他室に設置された専用の表示装置に電源を供
給するための電源装置を別途設けなければならないの
で、こういった心拍情報報知システム５０を簡単かつ安
価に実現することができないといった問題がある。
【０００５】そこで、この発明の課題は、専用の表示装
置や電源装置等を別途設置することなく、簡易かつ安価
に入浴者の心拍情報を報知することのできる心拍情報報
知システムを提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段及びその効果】上記の課題
を解決するため、請求項１にかかる発明は、浴槽内に設
置された、浴槽に浸かっている入浴者の心電信号を検知
する電極と、前記電極によって検出された入浴者の心電
信号に基づいて、数値化された所定の心拍データを作成
する心拍データ作成手段とを備え、前記心拍データ作成
手段によって作成された前記心拍データを、通信手段を
介して風呂給湯器の操作手段に送信し、前記心拍データ
を含む入浴者の心拍関連情報を、前記操作手段を介して
報知するようにしたことを特徴とする心拍情報報知シス
テムを提供するものである。
【０００７】以上のように、この心拍情報報知システム
では、入浴者の心拍関連情報を風呂給湯器の操作手段を
介して報知するようにしたので、浴室や台所等に専用の
表示装置や電源装置等を別途設置する必要がなく、従来
の心拍情報報知システムに比べて、簡易かつ安価に入浴
者の心拍関連情報を報知することができる。
【０００８】また、電極によって検出される心電信号の
ようなデータ量の大きい連続したアナログデータをその
ままの状態で操作手段に送信するのではなく、例えば、
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単位時間当りの心拍数のように、数値化されたデータ量
の小さな心拍データに加工した状態で操作手段に送信し
ているので、風呂給湯器と操作手段との間に通信障害が
発生しにくく、風呂給湯器の運転動作に影響を与えるこ
となく、操作手段を介して入浴者の心拍関連情報を確実
に報知することができる。
【０００９】また、請求項２にかかる発明の心拍情報報
知システムのように、前記操作手段に、風呂給湯器関連
情報を報知する報知モードと心拍関連情報を報知する報
知モードとを切り替えるための報知モード切替手段を設
けておくと、必要に応じて報知モードを切り替えること
ができるので、例えば、心拍関連情報の報知を望む人が
入浴している場合にだけ、心拍関連情報を報知させるこ
とも可能となる。
【００１０】逆に、請求項３にかかる発明の心拍情報報
知システムのように、入浴者が前記浴槽に浸かっている
間は、前記操作手段が心拍関連情報を報知する報知モー
ドに自動的に切り替えるようにしておくと、入浴者が浴
槽に浸かっている間は、入浴者の心拍関連情報が確実に
報知されるので、報知モードの切替を入浴者等の人為操
作に委ねる場合のように、操作ミスや操作忘れ等に起因
した心拍関連情報の非報知状態を確実に防止することが
できる。
【００１１】前記心拍データ作成手段によって作成され
た前記心拍データを、前記操作手段に直接送信する以外
に、請求項４にかかる発明の心拍情報報知システムのよ
うに、前記通信手段を介して、一旦前記風呂給湯器の制
御手段に送信することも可能であり、その場合は、前記
制御手段に、受信した前記心拍データを一時的に記憶す
る記憶部を設けておくことによって、給湯制御に関する
信号の伝送が優先される場合であっても、伝送途中の回
線あき時間に心拍データを制御手段に送信し、確実に保
存することができる。
【００１２】特に、請求項５にかかる発明の心拍情報報
知システムのように、前記制御手段が、前記操作手段と
の間の通信状態を監視しながら、前記記憶部に記憶され
た前記心拍データを前記操作手段に順次送信するように
なっているものにあっては、風呂給湯器の制御手段が、
操作手段との間で、風呂給湯器に関連する重要なデータ
を優先して送受信しながら、心拍データを確実に操作手
段に送信することができるので、心拍データ作成手段か
ら操作手段に心拍データを直接送信する場合に比べてデ
ータ送信の自由度が広がり、さらに、円滑かつ確実に心
拍データを操作手段に送信することが可能となる。
【００１３】また、請求項６にかかる発明の心拍情報報
知システムのように、前記心拍データ作成手段は、入浴
者の心電信号に基づいて作成した前記心拍データを用い
て、所定のデータ処理を行うデータ処理部を備えている
ものにあっては、心拍数等に関する瞬時データだけでは
なく、心拍数等の平均値、最大値、最小値等を含む総合
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的な心拍関連情報を、操作手段を介して報知することが
できる。
【００１４】
【発明の実施の形態】以下、実施の形態について図面を
参照して説明する。図１に示すように、この心拍情報報
知システム１は、浴室Ｒ内に設置された浴槽Ｂに対する
自動注湯機能や追焚機能の他、シャワーやカラン等への
給湯機能を備えた風呂給湯器１０と、この風呂給湯器１
０を操作するための操作手段として、浴室Ｒ及び台所に
設置される浴室用操作リモコン２０ａ及び台所用操作リ
モコン２０ｂと、浴槽Ｂに浸かっている入浴者の心電信
号を検出するために浴槽Ｂ内に設置される心拍検出電極
３１、３２、３３と、これらの心拍検出電極３１、３
２、３３がそれぞれ接続され、心拍検出電極３１、３
２、３３によって検出された心電信号に基づいて、１分
間当りの心拍数に数値化された心拍データを作成する心
拍データ作成手段としての心拍数演算ユニット４０とを
備えており、この心拍数演算ユニット４０には、前記風
呂給湯器１０から電源の供給が行われるようになってい
る。なお、図１は、通信系統の理解を容易にするため
に、通信系統（破線）と電源系統（実線）とを分離した
状態で概念的に示しているが、実際は、図２に示すよう
に、心拍数演算ユニット４０と浴室用操作リモコン２０
ａ及び台所用操作リモコン２０ｂとが、風呂給湯器１０
の端子台を介して、直流電圧に信号を重畳して伝送する
２芯線によって接続されている。
【００１５】前記風呂給湯器１０、前記浴室用操作リモ
コン２０ａ及び台所用操作リモコン２０ｂには、通信手
段であるシリアルインターフェースを介して相互に通信
可能なコントローラ１１、２１ａ、２１ｂがそれぞれ搭
載されており、これらのコントローラ１１、２１ａ、２
１ｂが相互に連携をとりながら、風呂給湯器１０の運転
動作を統括的に制御している。
【００１６】また、浴室用操作リモコン２０ａ及び台所
用操作リモコン２０ｂは、風呂設定温度、給湯設定温度
等の風呂給湯器関連情報や入浴者の心拍数等の心拍関連
情報等を表示する表示部２２ａ、２２ｂをそれぞれ備え
ており、これらの表示部２２ａ、２２ｂには、風呂給湯
器関連情報または心拍関連情報のいずれを表示させるの
かを切り替える（選択する）ための報知モード切替（選
択）用のメニュースイッチ（図示せず）が表示されるよ
うになっている。
【００１７】一対の心拍検出電極３１、３２は、浴槽Ｂ
に浸かった入浴者の心臓を挟むように、浴槽Ｂにおける
一端側の左右両側壁に、残りの心拍検出電極（中性点）
３３は、浴槽Ｂに浸かった入浴者の足元側（他端側）に
おける浴槽Ｂの側壁にそれぞれ設置されており、各心拍
検出電極３１、３２、３３は、浴槽Ｂに貯留されたお湯
を介して心電信号が検出されるように、所定の高さ位置
に設置されている。
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【００１８】前記心拍数演算ユニット４０は、通信手段
であるシリアルインターフェースを介して、浴室用操作
リモコン２０ａや台所用操作リモコン２０ｂに通信可能
に接続されており、この心拍数演算ユニット４０によっ
て作成された心拍データ（１分間当りの心拍数）が、所
定の時間間隔（例えば、２秒間隔）で浴室用操作リモコ
ン２０ａや台所用操作リモコン２０ｂのコントローラ２
１ａ、２１ｂに送信されるようになっている。
【００１９】この心拍数演算ユニット４０は、図３に示
すように、心拍検出電極３１、３２、３３がそれぞれ接
続され、心拍検出電極３１、３２、３３によって検出さ
れた心電信号から周波数の高いインパルスノイズを除去
する第１フィルタ回路４１と、この第１フィルタ回路４
１によってノイズが除去された心電信号を増幅する差動
増幅回路４２と、この差動増幅回路４２によって増幅さ
れた心電信号から電源周波数以上のノイズを除去する第
２フィルタ回路４３と、この第２フィルタ回路４３によ
ってノイズが除去された心電信号を再度増幅する増幅回
路４４と、この増幅回路４４によって増幅された心電信
号が入力される演算回路としてのマイクロコンピュータ
４５とを備えており、このマイクロコンピュータ４５
が、入力された心電信号に基づいて１分間当りの心拍数
に数値化された心拍データを作成し、この心拍データを
シリアルインターフェース（Ｉ／Ｆ）４６を介して浴室
用操作リモコン２０ａや台所用操作リモコン２０ｂのコ
ントローラ２１ａ、２１ｂに送信するようになってい
る。
【００２０】以上のように構成された心拍情報報知シス
テム１では、浴室用操作リモコン２０ａまたは台所用操
作リモコン２０ｂの運転スイッチをＯＮすると、浴室用
操作リモコン２０ａ及び台所用操作リモコン２０ｂの表
示部２２ａ、２２ｂに、風呂設定温度や給湯設定温度等
の風呂給湯器関連情報が自動的に表示されるが、浴槽Ｂ
に浸かった入浴者または入浴者以外の家族の人が、浴室
用操作リモコン２０ａまたは台所用操作リモコン２０ｂ
を操作することによって、報知モード切替（選択）用の
メニュースイッチを表示させ、このメニュースイッチに
よって心拍関連情報の報知モードに切り替えると、浴室
用操作リモコン２０ａ及び台所用操作リモコン２０ｂの
表示部２２ａ、２２ｂに入浴者の心拍数が表示される。
【００２１】なお、入浴者が浴槽Ｂから出る際に、報知
モード切替（選択）用のメニュースイッチによって風呂
給湯器関連情報の報知モードに切り替えると、その時点
で風呂給湯器関連情報が浴室用操作リモコン２０ａ及び
台所用操作リモコン２０ｂの表示部２２ａ、２２ｂに表
示されるが、入浴者が浴槽Ｂから出ると、心電信号が検
出されなくなるので、心電信号が検出されない状態が所
定時間継続すると、自動的に風呂給湯器関連情報の報知
モードに切り替わるようになっている。
【００２２】以上のように、この心拍情報報知システム
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１では、浴槽Ｂに設置された心拍検出電極３１、３２、
３３によって検出された心電信号に基づいて入浴者の心
拍データ（心拍数）を算出する心拍数演算ユニット４０
を設け、この心拍数演算ユニット４０に風呂給湯器１０
から電源の供給を行うと共に、心拍数演算ユニット４０
から浴室用操作リモコン２０ａや台所用操作リモコン２
０ｂのコントローラ２１ａ、２１ｂに心拍データ（心拍
数）を送信することで、入浴者の心拍データ（心拍数）
を風呂給湯器１０の浴室用操作リモコン２０ａや台所用
操作リモコン２０ｂの表示部２２ａ、２２ｂに表示させ
るようにしたので、浴室Ｒや台所等に専用の表示装置や
電源装置を別途設置する必要がなく、従来の心拍情報報
知システムに比べて、簡易かつ安価に入浴者の心拍関連
情報を報知することができる。
【００２３】また、上述したように、心拍検出電極３
１、３２、３３によって検出されたデータ量の大きいア
ナログデータである心電信号をそのままの状態で浴室用
操作リモコン２０ａや台所用操作リモコン２０ｂに送信
するのではなく、別途設けた心拍数演算ユニット４０に
よって、数値化されたデータ量の小さな心拍データ（心
拍数）に加工した状態で送信しているので、風呂給湯器
１０と浴室用操作リモコン２０ａや台所用操作リモコン
２０ｂとの間に通信障害が発生しにくく、風呂給湯器１
０の運転動作に影響を与えることなく、浴室用操作リモ
コン２０ａや台所用操作リモコン２０ｂを介して入浴者
の心拍関連情報を確実に報知することができる。
【００２４】また、この心拍情報報知システム１では、
浴室用操作リモコン２０ａや台所用操作リモコン２０ｂ
に、風呂給湯器関連情報の報知モードと心拍関連情報の
報知モードとを切り替えるための報知モード切替（選
択）用のメニュースイッチを設けることで、必要に応じ
て報知モードを切り替えることができるようにしたの
で、例えば、心拍関連情報の報知を望む人が入浴してい
る場合にだけ、心拍関連情報を報知させることも可能と
なる。
【００２５】なお、上述した実施形態では、心拍数演算
ユニット４０によって作成した心拍データを浴室用操作
リモコン２０ａや台所用操作リモコン２０ｂに直接送信
するようにしているが、これに限定されるものではな
く、例えば、図４に示す心拍情報報知システム２のよう
に、心拍数演算ユニット４０によって作成された心拍デ
ータを、風呂給湯器１０のコントローラ１１に送信する
ことによってコントローラ１１の記憶部に一端記憶さ
せ、コントローラ１１が、浴室用操作リモコン２０ａや
台所用操作リモコン２０ｂとの間の通信状態を監視しな
がら、記憶部に一旦記憶された心拍データを、シリアル
インターフェースを介して、浴室用操作リモコン２０ａ
や台所用操作リモコン２０ｂに順次送信するようにして
おくことも可能である。
【００２６】特に、このような構成を採用すると、風呂
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給湯器１０のコントローラ１１が、浴室用操作リモコン
２０ａや台所用操作リモコン２０ｂとの間で、風呂給湯
器１０に関連する重要なデータを優先して送受信しなが
ら、心拍データを確実に浴室用操作リモコン２０ａや台
所用操作リモコン２０ｂに送信することができるので、
上述したように、心拍数演算ユニット４０から浴室用操
作リモコン２０ａや台所用操作リモコン２０ｂに心拍デ
ータを直接送信する場合に比べてデータ送信の自由度が
広がり、さらに、円滑かつ確実に心拍データを浴室用操
作リモコン２０ａや台所用操作リモコン２０ｂに送信す
ることが可能となる。
【００２７】また、上述した実施形態では、浴室用操作
リモコン２０ａまたは台所用操作リモコン２０ｂの表示
部２２ａ、２２ｂに表示される、報知モード切替（選
択）用のソフトスイッチを入浴者等に操作させることに
よって、入浴者の心拍関連情報を報知するようにしてい
るが、これに限定されるものではなく、入浴者が浴槽Ｂ
に浸かっている間は心電信号が検出されるので、心電信
号が検出されている間、自動的に心拍関連情報の報知モ
ードに切り替えるようにしてもよく、これによって、報
知モードの切替を入浴者等の人為操作に委ねる場合に発
生する操作ミスや操作忘れ等に起因した心拍関連情報の
非報知状態を確実に防止することができる。
【００２８】また、上述した実施形態では、基本的に心
拍数のみを浴室用操作リモコン２０ａまたは台所用操作
リモコン２０ｂの表示部２２ａ、２２ｂに表示させるよ
うにしているが、これに限定されるものではなく、心拍
数演算ユニット４０が一定時間毎に算出した心拍データ
（心拍数）を記憶しておき、記憶された心拍データ（心
拍数）に基づいて、一定時間内における心拍数の平均
値、最大値、最小値等を算出し、これらを浴室用操作リ
モコン２０ａまたは台所用操作リモコン２０ｂの表示部
２２ａ、２２ｂに表示させるようにしてもよい。
【００２９】特に、上述したように、心拍数演算ユニッ
ト４０から風呂給湯器１０のコントローラ１１に心拍デ
ータ（心拍数）を送信して、コントローラ１１の記憶部
に一旦記憶させる場合は、記憶部に記憶された心拍デー
タ（心拍数）に基づいて、コントローラ１１に、心拍数
の平均値、最大値、最小値等を算出させることも可能で
ある。
【００３０】また、上述した実施形態では、浴室用操作
リモコン２０ａ及び台所用操作リモコン２０ｂの表示部*
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*２２ａ、２２ｂに心拍数等の心拍データを単に表示して
いるだけであるが、例えば、入浴者の心拍数が異常に高
くなったような場合、浴室用操作リモコン２０ａまたは
台所用操作リモコン２０ｂから音声やブザー等を発する
ことによって、入浴者等に浴槽Ｂから出ることを促すよ
うにしてもよい。
【００３１】また、上述した実施形態では、風呂給湯器
関連情報と心拍関連情報とを切り替えて、浴室用操作リ
モコン２０ａ及び台所用操作リモコン２０ｂの表示部２
２ａ、２２ｂに表示させるようになっているが、双方を
同時に表示することができるのであれば、あえて、切替
表示させる必要はなく、入浴時には双方の情報を同時に
表示させればよい。
【００３２】また、上述した実施形態では、心拍関連情
報を浴室用操作リモコン２０ａ及び台所用操作リモコン
２０ｂの双方の表示部２２ａ、２２ｂにそれぞれ表示さ
せるようになっているが、いずれか一方の表示部に表示
させることも可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明にかかる心拍情報報知システムの一実
施形態を示す概略構成図である。
【図２】同上の心拍情報報知システムにおける実際の配
線状態を示す図である。
【図３】同上の心拍情報報知システムにおける心拍数演
算ユニットを示すブロック図である。
【図４】他の実施形態である心拍情報報知システムを示
す概略構成図である。
【図５】従来の心拍情報報知システムを示す概略構成図
である。
【符号の説明】
１、２  心拍情報報知システム
１０  風呂給湯器
１１  コントローラ（制御手段）
２０ａ  浴室用操作リモコン（操作手段）
２０ｂ  台所用操作リモコン（操作手段）
２１ａ、２１ｂ  コントローラ
２２ａ、２２ｂ  表示部
３１、３２、３３  心拍検出電極（電極）
４０  心拍数演算ユニット（心拍データ作成手段）
４６  シリアルインターフェース（通信手段）
Ｂ  浴槽
Ｒ  浴室
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